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thylether 　O．1mg （B 群）及 び TS12983 皿9と ethinyl ．

estradio10 。1  を含有す る TS1588 （C 群）の 3種 の ge−

st3gen 製剤を避妊希望の 患者に 使用 した の で報告す る，

　使 用 方 法 は すべ て Pi且 Clls の 投与形式に よ り月 経周期

第 5 日 E よ り20 日間内服 させ た ．投与例数及び周期数は

A 群41例 191周期 ， B 群 7例 22周期，　 C 群 7例10周期合

計55例 223周期であ る．

　 i＞ 尿 中 Pregnanediol 値 は 予定黄体期 の 24時間尿 よ

り Klopper 変法で測定 し たが 著 しい 減少を示 して い る．

2   服用群平均は 0．T3， 3　mgO ．60，4　”］gO ．44と投与量

を増す と減 少す る傾向 を 示 す ．ii）消退出 血 は 3 群 とも

3 日 目と 4 口 目 に60％ 以 上 が 発来 して お り， 月経血 の

減少 した者は AZ ￥44．4％ ，　 B 群 66．5％，不 変 と答えた 者

△ 群43．2％ ， B 群23。5％ であ っ た ．　 iii）基礎体温曲線は

98°F の 線でfiattとな る．iv）服用終了直前 の 子宮内膜像

は 萎縮像 を 示 す事 が 多 く．腺管 は 略円型で腺上 皮 は 立

方 状 又 は 低 円柱 状で 再 生 期 内膜 の 如 くであ る が，核分裂

は余 りみ られ ず一
般 に静 止 像 を 呈 して い る．間質は 全体

と して 密で間質細胞も紡鍾状で あ るが ， 浮腫状で locker

の 部 もあ り粗密混在 して い る． v ） 副 作用 は 胃 腸障 碍 ，

頭重感，腰痛，帯下 の増加，Breakthroughbleeding 　t：

多 い が ，こ れも第 1 周期 が 大部分で第 4周期 以 後は 殆 ど

な くな っ て い る． vi）血 清 電 解質 Na ，　K ，　Cl に 異 常値

は 示 さず，vii ）Hb 値 ， 赤血球，白血 球 に も変動 は な か

っ た．viii） BSP ， グ ロ ス 反応 ， ル ゴ ー
ル 反応 ， 尿中

ウ ロ ビ リ ノーゲ ン 等 の 肝機能検 査．尿 蛋 白沈 渣 ， PSP

等の 腎機能検査では異常な 変化 を 認 め な い．ix）避妊効

果は 100％ で あ つ た ．x ）更 に長期投与例の 中止 後の 状

態特 に 月経周期，排卵，妊娠 及 び 胎児 に 与 え る影 響 に っ

い て は 尚研究を続行 中である ．

　48．に 対す る 追 加 （東京都交通局病院）高木　繁夫

　 子 宮 内膜所 見 に つ い て 具体 的 に 御教示い た i
’

き た い と

思い ま す．

　質問　　　　　　　　　　　（群馬大）伊藤　昭夫

　1．　BBT が 2 相性を示 した例 に っ き ま して 排卵 の有

無にっ きま して ．

　 2． 避妊効果 は どの 点 か ら考えて 。

　答弁　　　　　　　　　　（日医大第 1 ）中川　潤
一

　服用終了直前の 子宮内膜像を 採 取 して お りま すが ，

一

般に 萎縮像を畢す る もの が 多 く， 腸管 は 略円型で腺 上 皮

は 立 方 状 乃 至 低 円柱状 で 核分裂 像 は 余 りみ られ ませ ん で

した ．

　B ．B・T 　2 層性を呈する 1例が あ り， 排卵抑制 しえたと

は 考え に くい の で すが ，
P・G 値は 明 ら か に低値 （0．91）

を示して お り， 子宮内膜像 が萎縮静止像を呈す る 点か ら

考 え て，着床障碍 とい うこ と も考えて よい と思い ま す ．

　 49．副腎性器症候群患者 の 長期間 観察

　　　　　（北野病院）　 下村　虎男 ， 安藤　暢哉

　 女性 仮 性 半 陰陽 の rl】で最 も 多い 副 腎性 器症候群は 先天

性 副腎増 生 に よ る内分泌疾患 と して 既に 独立 した 地歩 を

占め るに 至 っ た．Cortisone系の 副腎皮質 ホ ル モ ン に よ

る 本症 の 治療法は 世界各地 に 於て華汝 しい 成果 を お さ

め ， そ の 病因 の 追求 と共 に 近代に お け る内分泌 学 の 進歩

を 具現した．

　我k は 本症の 3例を長期間 に わ た り観察 し可成 りの知

見を得 た の で そ の概要を報告す る．

　第 1例 ：　 1955年 6月初診 ， 当時1τ才　主訴 ：原発 性

無月経 ， 男性化微候 ． 性器奇形 ， 両親 は 血 族結婚 （従 兄

妹）で ， 本人は 同胞 5入 の 長姉であ る．陰核 の 異常 に っ

い て 母 は分娩直後よ り気付 い たが ，3 才頃 よ りそ の 肥 大

が 顕 著とな り本人 も 7才頃には そ れを自覚 し た．15才時

に は 少年陰莖様とな っ た ．陰毛 は 10才 よ り発毛 s 密 生 し

た男性型 とな り，下顎部，頬部 に も黒毛 を認 め た ．音声

は 6 才時 に 既 に低音であ り， 身長は幼時群を拔い たが や

が て人 後 に 落 ち た．乳房の 発育は貧弱で来院迄 に 月経の

来潮 を見 な い ．

　来院時陰核は 肥大 し長さ 4。Oc皿 ， 直径 1．5c皿でそ の尖

端は亀頭状で摩擦 に よ り勃起 す る．外尿道 口 は 陰核直下

に 開 口 し ， 腟入 口 は 縱径 1．2cmであ る．尿 中 17−KS 排

泄値 は 54．4Snユg／day と異常に 高 い ．試験開腹 を行 い 女

性 内性 器の 存在を確認 した後， 肥大陰核 をそ の 根 部 よ

り捌除 した ．Cortisone　50  筋注 7 日間 の 後 17K 　S値 は

4．97mgidayと著減 し た．　Cortisone投与を継続 して 月経

の 初潮 を 得 た ．そ の 後 7年間 に わ た り Hydrocortisone，
Prednisone ，　Prednisolone，　Methylprednisolone ，　Dexa ．

methasone
，　 Pararnethasone ，　 Betarnethasone 等を順

次 投 与して い る．1958年腟入 口 成形術 を行 っ た後結婚生

活 に 入 っ た が ， 1962年 3 月妊娠 が 成立 した ．妊娠初斑 に

切迫流産の 徴 を認 め 19−Norsteroid を 投与 し て 治癒 し

た ．妊娠第 6週よ り後は皮質ホ ル モ ン の 投与を中止 した

が ，妊娠全経過 を通 じて 尿 中 17−KS 排泄値は 余 り高値 を

示 さ な か っ た ．1962年12月 5 囗帝 王 切開術 に よ り 3．140

gr の 成熟女児 を分娩 し ， 産褥経過，乳汁分泌等は順調で

あ る．新生児 の Sex　chrornatin 　testは女性型 であ り ，
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・
そ の 尿 中 17−KS 排泄値も正常値 （214〜 219μg！day ）で

あ る．

　 第 2 例 ： 1956年10月初診 ， 当時20才 　主 訴 ；原 発 無 月

軽 ，男性化微候 ， 性器奇形 ．両親は 健 全で 本人 は 同 胞 5

人 の 長姉であ る．生下時 よ り陰核の 異常は認 め られた ．

現症 と して 短躯，音声低音，多毛 ， 陰核肥大 （長 さ 3．5

cm ，直径 2。Ocm，尖端亀頭状），尿 中 ／7KS 排湿値 60．0

  g！day であ る．第 1例に準じて 肥大陰核の成形手術 を

行 い Hydrocortisone 　50   筋洪 に よ IO　6．08nユ9！day 、と著

減 した ．そ の 後月経初潮を見 た が ， 現 在 迄 にPredn 三selo −

me ，　Methylprednisolone ，　Beta 皿 ethasone 等 を順次内報

し，月 経 は 反 覆 来 潮 して い る 。

　第 3例 ： 1958年 3 月初診，当 時 12才

　第 1 例 の 末味で母親 は 生 下 時 よ り陰核異常を 認 め た 。

陰 毛 ，腋毛は 6 才 よ り発毛 し声音 は 低謂であ る ．陰核肥

大 （長 2．Oom，直径 1．Oe皿）多毛 が あ り 来院時 の 尿 中

ユ7−KS 排泄値 は 35。60エng ！day であ り，Prednisolone 　20

flg　4 日間 投与 に よ り9．15mgtday と著減 し， 3 ヵ 月 後 に

月 経初潮が あっ た ．そ の 後 Methyl 　 prednisolone ，　De ．．

xamethasone ，
　Betarneしhasone 等を「

’
匱次内服 して 反覆月

軽 を み て い る ．

　 以上 3 例 の 尿 中 1了一KS 分画測定値 は 略 司 司瓔 で An ・

drosterone，　Etiocholanelone，11．Ketoandresterone ，11

Ketoethiocho 監anolone ，11　β一hydrDxyandrosterone，　11

β一hydroxyetiocholauolone の 分画 が 何れ も 正 常 1に 1』ヒし 高

値 を 示 して い る ．

　 49．に 対 す る質 問 ，追 加　　　 （群大）小訳　陛男

　 （質問 ） 御発表の 第 1 例で は ，分娩後 の 内分泌 的状態

献 如何
 
こしよ うか．

　 （追加 ）私共 も 副腎性器症候群 で 無 月 経，不妊を訴 え

る 1 例 に， 副腎皮質 ホ ル モ ン 療法 を行 な い ， 妊娠 に 戊

功 ， 妊娠後は 投与中止 して経過観察し ま し た が ，17−KS

の 上昇 を 認 め ない ま 丶 無事満期分娩 を 行 い ま レ こ．との

後 何等治療 を加 え ず様子 を み ま した とこ ろ，再び妊娠，

分娩 し ま した 1例 を経験致 し ま した ．妊娠とい う現 象 が

何 ら か の 好影響を 与えた の では な い か とい う印象 を持っ

た 次第です．

　答弁　　　　　　　　　　（北野病院）下村　虎男

　 1 ． 分娩 後の 経過は 乳汁分泌 ， 性 器 復 古，新 生 児 発胃

は 1可れ も順調正 常であ る．

　 2e 妊娠初期 よ り Corticoid投 学を 中止 して い る が ，

妊 娠 中 の 17−KS 排泄値上 昇は な く，分娩後 3 カ 月余 の

今 凵 尿 中 17・KS 値は 16．1mg！day とや や高 くな っ た ．

今後の 経過を 興 味深 く監視 し度 い ．

　50．月経 異 常婦人 の 尿 中性ホ ル モ ン

ー
線型判別函数に よる靠析

一

　　　　　　　　　 （市 立 川崎病院）　 秋元 浩

　月経異常婦人 の 尿中性 ホ ル モ ン の 測定及 び そ の 分析に

つ い て は 過去多 くの 報告が ある が ，私は こ れ らの う ち特

に 女性 不妊の 原因の 約
一
割を占め る排卵障害 ， 即 ち無排

卵 月 経周期及 び無月経婦人 を主 と して 尿中性 ホ ル モ ン ，

FSH ，　LH ，
　Estrogen ，　Pregnanediol ，

17−Ketosteroid及 び

17−Hydroxycorticoid を1則定 し正 常婦人分泌期 の そ れ と

の 比 較を 線型 判別函 数 に よ っ て 行 っ た．

　対象及び測定方法

　対象 と して は 昭 和34年 よ り昭 和36年 の 隔慶応 大学 医 学

部附属病 院 産婦人 科外 来 に 不 妊 を 主 訴 と して 来 院 した 婦

入 の う ち基礎体温 その 他に て 排卵障害 が あ る と診断を う

け た 亳の 11鞭 L 正常婦人 10例及び 内分泌疾患 そ の 他 に

よ る月 経 異 常婦入 若 干名 を選 ん だ ．

　材料 と して 外来息者 に 2郵寺間尿を 持参 させ ，こ れを用

い た 、採 取時期 に っ い て は 無 月経患者で は 時期 を 選ぱ

鍔 無誹卵月 経患者 は 月 経終 ∫後数 H と し正 常婦人 では

分泌 期 を 選 ん だ 。

　測定 方 法 と して は F811 及 LH は 化学的定量 法の う ち

Crooke 等の Chromatographie 法 ，　 Estregen は Bates傍

C。11er の 螢光法の 変法 ，
　 Pregnanediol は Stirnmel，

Randolph 法 の 変法，17．Ketosteroid は 援助者安藤 の 方

法 ，17−Hydroxycor しicQidは EM 　GIen及 びD ．H 　Nelson

法の 変法 を用 い た 、

　測 定結 果及 び そ の 分析

　測 定値 二錫 通 コ｝よ個 一く 　o
’
）ホ ル モ ン に つ い て は 排 卵障害 群

及び TF．常群の 肉群の 間 で 平均笹差 に比 し標準偏差 が 大で

明瞭 な比 較は 1巴来 冫乞：い 。そ こ で線型 判別函 数 に よ る比 較

を試 み た 。即 ち比 蛟 の 投点とな る 測 定 量 が 二 種聖［以 上 あ

る場合に こ れ ら測 ｝ii！Lfi、の そ れ ぞ れ に適 当 な重 み づ け 老二
・
し

た 一L で 加 算 し て 得 う れ る 線型判別 函 数 を求 め そ の 値 に つ

い て 比 較す る 方 法 で あ る e

　 こ の 判別函数値の 分布は個k の ホ ル モ ン値 の 分布 に 比

して 2 群 間 の 重 な り合 い が 少い ．尚単 な る 無排卵性 周 期

と無 月 経 に っ い て そ の 判別値の 分布の 閭 に は 特 に 差は 認

め られな か っ た ．しか し排卵障害群 の 中で間腦照射そ の

他 の 排 卵 誘発 法 を 行つ た もの で有効群 と無鋤群 の 判別値

の 分布の 間 に は 明瞭 な 差が認め られ た ．又 そ の 他 の 各種

疾 患 の 判 別 値 に っ い て は 例数 も少 な く余 り明瞭 な 結論 は
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